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2026年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

048 
提案機関名 湘南漁業協同組合 

要望問題名  アオリイカの効果的な資源管理手法の解明について 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

当漁協では、数年前から地先海面にアオリイカの産卵礁を設置しています。アオリイカは、漁業生産の対象

種として水揚げに貢献しているばかりでなく、遊漁客が好むルアー釣りの対象種として遊漁船業収入確保の一

助ともなっています。近年の海水温の上昇により漁獲対象が変化し、さらに藻場の衰退により磯根資源の減少

が我々の漁業収入に打撃を与えている中で、比較的高値で取引されるアオリイカは地先の貴重な資源として今

後も資源管理をしながら継続的に利用していきたいと考えています。先行する取り組みとして三浦半島アオリ

イカコミュニティのメンバーのうち合意が得られた横須賀市から鎌倉市の漁協の間では、8月1日から10月

19日までを禁漁期と定め、遊漁客にも禁漁の協力を要請しています。 

我々がこれまで実施してきた産卵礁の設置や禁漁期の設定は、アオリイカの漁獲確保に一定の効果をあげて

おり今後も継続する予定ですが、アオリイカの生態には未解明な部分も多いのでさらなる効果的な資源管理手

法について解明し指導をお願いしたい。 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

 

回答機関名 水産技術センター 担当部所 企画研究部 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

対応の内容等 

資源管理の効果を把握するために必要な漁獲及び釣獲データの収集や、効果的な資源管理手法に関し助言・

指導してまいります。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


